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事業名 一般国道１６号 入間狭山拡幅 事業 一般国道 事業 国土交通省
いるまさやまかくふく

区分 主体 関東地方整備局

起終点 自：埼玉県入間市河原町 延長
さいたまけんい る ま し かわらまち

至：埼玉県狭山市上奥富 ４.６km
さいたまけんさ や ま しかみおくとみ

事業概要
一般国道１６号は神奈川県横浜市を起点に、東京都八王子市、埼玉県入間市、川越市、さいたま市、春
日部市、千葉県木更津市等首都圏の主要な都市を結び、横浜市に至る、延長約２４０kmの首都圏における
重要な環状道路であ は、一般国道１６号の交通混雑の緩和、安心・安全な歩行空間の確る。入間狭山拡幅
保、土地区画整理への寄与を目的とする道路である。
Ｓ４６年度事業化 Ｓ３９年度都市計画決定 Ｓ４６年度用地着手 Ｓ４７年度工事着手

（Ｈ１２年度変更）
全体事業費 約１５８億円 事業進捗率 ８５％ 供用済延長 ３.７km
計画交通量 ２７，３００～３９，２００台／日
費用対効果 Ｂ／Ｃ 総費用 総便益 基準年(残事業)/(事業全体) (残事業)/(事業全体)
分析結果 １．７ 22/292億円 141/504億円 平成２１年(事業全体)

18/270億円 走行時間短縮便益： 126/425億円事 業 費：
4.1/ 22億円 走行経費減少便益： 8.9/ 60億円(残事業) ６．３ 維持管理費：

交通事故減少便益： 6.5/ 18億円
感度分析の結果 事業全体・残事業について感度分析を実施
【事業全体】交通量 ：B/C= 1.4～2.3（交通量±10%） 【残事業】交通量 ：B/C=4.6～6.9（交通量±10%）

事業費 ：B/C= 1.6～1.9（事業費±10%） 事業費 ：B/C=5.8～6.9（事業費±10%）
事業期間：B/C= 1.7～1.8（事業期間±1年） 事業期間：B/C=6.1～6.3（事業期間±1年）

事業の効果等
(１)国道１６号の交通渋滞の緩和(混雑が発生しており、１kmあたりの渋滞損失時間は県内平均値の約４

倍)
(２)安全・安心な歩行空間の確保(歩道のバリアフリー化と電線共同溝の整備により安全・安心な歩行

空間が確保)
(３)まちづくりの支援(区画整理事業における広域幹線道路として位置付けられ入間市のまちづくりに寄

与)
関係する地方公共団体等の意見
・県知事の意見： 一般国道16号（入間狭山拡幅)事業は、本県の発展に不可欠なものであるので、引き「
続きコストの縮減に十分留意しながら、早期の整備をお願いします 」。
事業評価監視委員会の意見
事業の継続を承認する。
事業採択時より再評価実施時までの周辺環境変化等
入間市駅の北口駅前のまちづくりとして、入間市にて区画整理事業を整備中。
事業の進捗状況、残事業の内容等
・平成５年度に狭山市鵜ノ木～狭山市上奥富（L=２.９km 、平成２０年度に狭山市鵜ノ木～狭山市入間）
川４丁目（L=０.８km）を供用。
・残事業区間（L=０.９km）のうち、用地取得が未完了なのは区画整理事業区域０．６kmのみである。
事業の進捗が順調でない理由、今後の事業の見通し等
入間市駅北口区画整理事業区域の一般国道１６号の４車線化用地については、区画整理事業にて平成２
４年度末に全線の用地を確保する。
施設の構造や工法の変更等

－
対応方針 事業継続
対応方針決定の理由
以上の事業の効果、事業評価監視委員会における審議等を踏まえると事業の必要性・重要性は高いと考
えられる。
事業概要図

※ 総費用、総便益とその内訳は、各年次の価額を割引率を用いて基準年の価値に換算し累計したもの。

供用区間

狭
山
市
上
奥
富

一般国道16号 入間狭山拡幅（L=4.6km）
再評価対象区間

入
間
市
河
原
町

狭
山
市
鵜
ノ
木

残 事 業 区 間
L = 0 . ９ ｋ ｍ
（2/4）

狭
山
市

入

間

４

丁

目

H20年度供用 H５年度供用

L = 0 . 8 ｋ ｍ
（4/4）

L = ２ . ９ ｋ ｍ
（4/4）


